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はじめに
高度経済成長を経て成熟社会を迎えた現代の日本社会において、変動する社
会を生きる力が求められるようになっている。金井（2002）（1）は、日本の産
業社会の大きな転機を節目と捉えたうえで、節目の時代に、ミドルにせよ、学
生・新人にせよ、それぞれ人生の中間点、社会人への移行期という節目をくぐっ
ているひとは、節目だからこそ長期的なキャリアを考える必要に迫られている、
と述べている。キャリアとは、単に職業や職務を意味するだけのものではなく、
人生と深く関わる「人の生き方そのもの」について、包括的、統合的概念とし
て発展したものである。そのキャリアを、自らデザインする（つくりだす、設
計する、見直す）ことが求められるようになったのである。自らのキャリアを
いかにデザインするのかを考え、その実現に向けて行動するためには、生涯に
わたる学習と再学習、それを可能にする人的資源ネットワークや家族コミュニ
ティ、学校、企業等の基本的諸組織の学習組織としての発展、法や制度等を含
む生涯学習社会の拡充が求められている。
このような背景をもとに、2003 年 4 月、法政大学キャリアデザイン学部は、
「生涯学習社会におけるキャリアデザイン」の現状、歴史、理論および拡充の
方策等に関する教育・研究を行うことを目的とする日本で最初の学部として誕
生した（2）。このキャリアデザイン学部では、新設時よりキャリアアドバイザー
という専門職を設け、学部独自にキャリア支援を行っている（3）。キャリアア
ドバイザーは、学生にとって身近な専門家として、履修相談や進路相談、就職
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活動支援を担当しているのである（4）。
本稿では、法政大学キャリアデザイン学部キャリアアドバイザーが担当する
業務について報告するとともに、キャリアアドバイザーの機能と役割について、
相談業務を中心に考察する。そして、キャリアアドバイザーの業務における課
題と今後の役割とその方向性について検討する。
1．キャリアアドバイザーの機能と役割
1－1　キャリアアドバイザーについて
法政大学キャリアデザイン学部は、幅広い学問領域を、3 つの学問分野（教
育、経営、文化・コミュニティ）に捉えて、複眼的・多角的に学ぶことをカリ
キュラム・ポリシーとしている。キャリアデザイン学部では、学生が自分の学
びについて、3 つの学問分野から、主体的に組み立てることが求められる。つ
まり、自分が関心を持つテーマに関連した学問分野を選択し、該当する科目を、
段階（グレード）を基礎から積み上げながら習得し、自らの学びに責任を持つ
ことが要求されるのである。
1 年生は、入学直後の前期より、基礎ゼミとよばれる、専任教員が担当する
クラスに所属し、キャリアデザイン学部で学ぶための基礎的な能力（文献検索
方法、データ整理、レポートの作成、プレゼンテーションスキルなど）を身に
つける。さらに、1 年生から選択することができる専門科目の履修を通して、
教育、経営、および文化・コミュニティの 3 分野の研究領域から、自分の専門
を作っていくのである。専門科目はグレード別に、基礎科目、基幹科目、展開
科目、関連科目と段階的に配置されており、演習科目、自由科目を加えて構成
されている。これらの学習は広く浅くではなく、系統的な履修計画が必要とな
るが、多様な科目のなかから、自分の興味関心の方向や、将来の希望に合わせ
た履修計画を立てるのは、学生にとって容易なことではない。また、新設学部
ならではの特徴であるが、設立 1 年目は 1 年生のみ在籍、2 年目は 1 年生と 2
年生が在籍、と完成年度の 4 年目までは全学年が揃わず、先輩後輩という学生
同士のつながりを持つことは難しかった。そこで、キャリアデザイン学部新設
時に、キャリアアドバイザーに求められた機能は、教員、職員に続く第三の役
割として、「学習指導」、「フィールドワークサポート」、および「進路指導」を
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担当することであった。具体的には、履修に関する相談、フィールドワークに
必要な PC スキルや映像制作スキルのアドバイス、また実習型授業の支援、就
職活動の支援などが想定されていた。しかし、それらに加え、学生のメンタル
ヘルスに関する相談や、人間関係に関する相談などの個別相談が増え、キャリ
アアドバイザーの対応方法について検討が重ねられてきた（5）。このため、教
員や職員と協力しながら運営されてきたことは言うまでもない。
1－2　担当業務概要、業務詳細
キャリアアドバイザーの業務について、これまで試行錯誤を重ねながら運営
されてきたが、体系的な見直しが必要との考えから、2009 年より再検討がな
されている。まずは、キャリアアドバイザーがそれぞれ担当する業務内容を共
有することから始めた。例えば、年間を通して行われるイベントやセミナーの
企画や運営の方法、学生が編集スタッフを務めるキャリアニュースの発行方法、
月次報告資料の作成方法など、日常的に行っている業務をすべて洗い出した。
次に、各業務の目的、その業務におけるキャリアアドバイザーの役割、業務の
年間計画などについて再検討を行った。キャリアアドバイザーが学生にとって
どのような存在であり、どのような役割を果たしているのかに関しては、各キャ
リアアドバイザーの意見や見解に多少の違いがあった。
そこで、業務概要を作成するにあたり、次のような基準にそって、整理を行っ
た。（1）目的：キャリアアドバイザーが業務を通して学生支援を行うことにより、
学生にはどのような利益がもたらされるのか（2）キャリアアドバイザーの役割：
キャリアアドバイザーはどのような役割と責任を担っているのか（3）業務詳細：
キャリアアドバイザーが担当する具体的な業務とは何か。
また、内部資料のファイリング方法から、イベントやセミナーの運営方法ま
で、キャリアアドバイザーが担当する全ての業務について業務詳細を作成した。
業務詳細においては、次のように整理がされた。（1）業務詳細：業務概要で分
類された、業務の名称を記載（2）目的：この業務をアドバイザーが行うことで、
学生にはどのような利益がもたらされるのか（3）キャリアアドバイザーの役
割：この業務で、キャリアアドバイザーはどのような役割を担っているのか（4）
具体的内容：運営方法や年間スケジュール等、各業務の具体的な運営内容はど
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うか。
以上に基づき、業務概要（表 1）、および、業務詳細を作成した。業務詳細
は全 11 項目に渡るため，ここでは一例を示す（表 2）（6）。キャリアアドバイザー
が担当する業務を整理し、見直したことにより、機能や役割が明確化された。
また、キャリアアドバイザーが担当する業務の目的や、キャリアアドバイザー
の役割、業務の具体的な内容を明文化したことで、キャリアアドバイザー同士
はもちろんのこと、教員、職員との間においても、業務内容や運営の方針を共
有することが可能になり、担当者が退任する時の引き継ぎ等に活用されること
が期待される。なお、この業務概要は、キャリアアドバイザー制度運営委員会（7）
の承認を得たのち、2011 年 4 月 1 日に開催された FD 会議において、概要が
教職員全員に配布された。
表 1　キャリアアドバイザーの業務概要（2011 年 4月 1日現在）
目的
学生の成長、発達を援助する
　（1）学生が自分で自分のことを振り返ることを支援する
　（2） 学生が自分で自分の生き方を考えることを支援する（自己理解の促進、
アイデンティティ形成の援助）
　（3）学生が自ら行動することを支援する
キャリア
アドバイ
ザーの役
割
1．学生が充実した学生生活を過ごすことができるよう支援する
2． 学生が主体的に自分自身のキャリア形成・能力開発に取り組めるよう支援
する
　（1）直面している問題・課題解決のための支援
　（2）当事者意識やモチベーションを高めるための支援
　（3）就労観・職業観醸成のための支援
　（4）職業人（社会人）としての基礎能力育成のための支援
　（5）自力でキャリア形成・能力開発するための支援
業務詳細
1．相談業務
　学生相談
2． イベント・セミナー開催、学習支援、キャリア開発支援に関する業務
　（1） アドバイザー主催イベントの実施（キャリアデザイン学部生対象）
　（2）ゼミ支援（基礎ゼミ、3・4年ゼミ）
　（3） 授業支援（体験型選択必修科目 < キャリア体験学習等 > の授業支援）
　（4）キャリアニュース作成支援
　（5）ＣＡ通信（キャリアアドバイザーからの情報発信）
　（6）キャリア開発等に関する調査および研究
3．キャリア相談ルーム運営業務、学部から依頼をうけた多種業務
　（1）キャリア相談ルームの運営管理
　（2）関連する委員会への出席
　（3）新入生オリエンテーションに関する業務
　（4）キャリアアップ奨励金に関する業務
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表 2　キャリアアドバイザーの業務詳細（2011 年 4月 1日現在）
業務詳細
2．イベント・セミナー開催、学習支援、キャリア開発支援に関する業務
　（1） アドバイザー主催イベントの実施（キャリアデザイン学部生を対象）
目　　的
「考え、選択し、行動、さらに行動を改善していくために必要な力やスキル（学
びの PDCA サイクル）」を学生が身につけることができるようする。
役　　割
各学年に応じたプログラムを開発する。また、学生のライフサイクルに合わ
せた支援を行う。学生が自己理解を深め、行動へと移せるような内容を企画
する。
　1 年生：履修計画支援、学生生活支援
　2 年生：履修計画支援、学生生活支援
　3 年生：就職活動に向けての準備、対策
　4 年生：就職活動対策、新社会人に向けての準備
?
?
?
?
?
「ライフサイクル」と「学生が課題と感じること」 実施イベント
1?
?
大学入学
履修手続き
授業開始
学生生活への適応（入学
後の心理的混乱）
学業上の問題
（授業についていけない、
簡単すぎる　等）
履修相談会
パソコンスキル入門
社会人基礎力講座
2?
?
進級
専門科目
（基幹・展開）の履
修
ゼミ選択
課外活動
「自分らしさ」の探索
「大学生らしさ」の追求
・学びを深める：履修計
画、ゼミ選択
・人間関係を構築する
社会人基礎力講座
3?
?
進級
ゼミにおける学び
就職活動
将来への準備（学生生活
から社会生活への移行）
・進路選択
・就職活動の準備
就職活動準備ワーク
4 年生の就職体験を聞く
会
模擬面接会
4?
?
進級
ゼミにおける学び
就職活動
卒業に向けて将来への期
待と不安
学業上の問題（単位、卒
論等の現実的な課題への
直面）
しゃべり場
就活再点検講座
2．相談業務の活動報告
表 1の業務概要の業務詳細欄に記載したように、キャリアアドバイザーが担
当する業務を大きく分類すると、「相談業務」、「イベント・セミナー開催、学
習支援、キャリア開発支援に関する業務」、および「キャリア相談ルーム運営
業務、学部から依頼をうけた業務」の 3つに整理される。そのなかで、ここで
は、学生に対して個別に関わることが最も多い相談業務を取り上げ、キャリア
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アドバイザーの機能と役割を分析することとする（8）。キャリアアドバイザー
が担当する、相談業務の具体的な運営方法と、相談内容別および学年別の件数
を報告する。また、学生の相談内容について、事例を交えて紹介し、キャリア
アドバイザーがどのような役割を担っているのかを考察する。
2－1　相談業務とは　
キャリアアドバイザーは、キャリアデザイン学部の学生を対象として、1 対
1、もしくはグループを対象にした相談業務（面談）を行っている。在学中の
学生に限らず、キャリアデザイン学部の卒業生の相談も受け付けている。面談
する場所は、キャリアアドバイザーの勤務場所の「キャリア相談ルーム」で実
施する。面談時間は、1 回あたり 1 時間を目途に行っており、月曜日から金曜
日の 10 時 15 分から 18 時（原則として 17 時受付終了）の間であれば、学生は
いつでも、何度でも利用することができ、希望する日時を予約することも可能
である。学生は、来談時に、面談受付票に氏名、学年、連絡先、どのようなこ
とを相談したいかを記入する。また、「キャリア相談ルーム」以外の場所でも、
学生はキャリアアドバイザーに相談することができる。キャリアデザイン学部
の学生が自由に利用できる「キャリア情報ルーム」には、週 3日程度、キャリ
アアドバイザーが駐在しており、学生はキャリアアドバイザーに気軽に話しか
けることができる。また、キャリアアドバイザーからも、学生に話しかけ、コ
ミュニケーションをとるようにしている。挨拶程度の会話から、近況について
の雑談となり、気軽な雰囲気の会話から、履修や就職活動についての相談へと、
話題が展開することもある。なかには、キャリア情報ルームにキャリアアドバ
イザーが居る時間に合わせて尋ねてくる学生もいて、キャリアアドバイザーに
とっても楽しみな時間になっている。
学生がキャリアアドバイザーを利用するきっかけはさまざまであるが、おお
まかに分類すると、（1）教員や学部窓口の職員に紹介された、（2）友人や先輩
に勧められた、（3）配布物や掲示板を見てキャリアアドバイザーに相談できる
ことを知った、（4）イベントや授業でキャリアアドバイザーと話をする機会が
あり相談できることを知った、などが多い。入学時よりキャリアアドバイザー
を自主的かつ定期的に利用している学生は少なく、ひとつの相談内容に対して、
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1 ～ 3 回程度の相談回数で終了することが多い。
2－2　主訴による分類
表 3に示した通り、キャリアアドバイザーが対応した学生からの相談内容を、
主訴別（相談内容別）に分類すると、「履修に関する相談」、「就職活動に関す
る相談」、「卒業後の進路に関する相談」、「資格取得に関する相談」、および「人
間関係に関する相談」に分けられる。このほかに、「メンタルヘルスに関する
相談」もみられるが件数は多くない。また、上記何れにも当てはまらない相談
（一例として、学部から依頼を受けて実施する留年者の面談）については、「そ
の他」として分類をしている。なお、主訴の分類については、学生が記入する
面談受付票に、「相談したい内容は履修、就職、進路、資格、人間関係、その
他のどれに当てはまるか、○印をつけてください」と記載されているが、相談
内容からキャリアアドバイザーが判断して、分類している。この分類に基づい
て、月別の件数を集計し、キャリアアドバイザー制度運営委員会に報告をして
いる。
2－3　過去 3年度分の相談件数
2009 年から 2011 年にかけての学生相談の件数について、主訴による分類は
表 3 の通りであった。2009 年度と 2010 年度は就職活動に関する相談が最も多
く、次に相談が多いのは、履修に関する相談、次いで、その他の相談、卒業後
の進路に関する相談、資格取得に関する相談、人間関係に関する相談、メンタ
ルヘルスに関する相談の順番となった。2011 年度は年度途中の集計となるが、
11 月末現在では、履修に関する相談が最も多く、次いで、その他の相談、就
職活動に関する相談となっている。
次に、学年別の相談件数をみると、2009 年度と 2010 年度は 3 年生が最も多
く、次いで、4 年生、2 年生、1 年生となっている（表 4）。両年度とも、1 年
生が相談件数全体に占める割合は、10% 強程度であった。一方で、2011 年度は、
11月末現在の件数でみると、4年生がもっとも多く、次いで1年生の件数が多い。
また、2009 年度と 2010 年度では、件数が倍近く差があった 2 年生と 3年生が、
2011 年度は同数となった（表 4）。
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表 3　キャリアアドバイザーが対応した相談（主訴による分類）
 （単位：人）
2009 年度 2010 年度
参考：2011 年度
（4月から 11 月）
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
履修 94 21.1% 106 31.1% 116 52.0%
就職 234 52.6% 137 40.2% 42 18.8%
進路 13 2.9% 19 5.6% 9 4.0%
資格 12 2.7% 9 2.6% 2 0.9%
人間関係 6 1.3% 3 0.9% 0 0.0%
メンタル 3 0.7% 1 0.3% 0 0.0%
その他 83 18.7% 66 19.4% 54 24.2%
合計 445 100.0% 341 100.0% 223 100.0%
表 4　キャリアアドバイザーが対応した相談（学年による分類）
 （単位：人）
2009 年度 2010 年度
参考：2011 年度
（4 月から 11 月）
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
1 年 57 12.8% 38 11.1% 57 25.6%
2 年 69 15.5% 68 19.9% 31 13.9%
3 年 173 38.9% 127 37.2% 31 13.9%
4 年 144 32.4% 106 31.1% 103 46.2%
卒業生 2 0.4% 2 0.6% 1 0.4%
合計 445 100.0% 341 100.0% 223 100.0%
2－4　件数推移に関する考察
まず、就職活動に関する相談について考察する。学生にとって就職活動は、
卒業後の進路を決める重要な活動であり、大学生活のなかで大きな出来事であ
ると同時に、人生における大きな節目と言える。キャリアデザイン学部の学生
の卒業後の進路をみると、一般企業や公務員（教員を含む）への就職がほとん
どであり、個人差があるにしても、大学 3 年生もしくは、2 年生から就職活動
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を始めているようである。このような背景を踏まえて、就職活動に関する相談
が多いと考える。すなわち、これまでキャリアアドバイザーを利用することが
なかった学生が、就職活動開始時期を迎えて、学部独自の支援体制を利用しよ
うと思い立ち、相談に訪れていると考えられる。しかしながら、2011 年度に
おいては（11 月末時点での集計ではあるが）、その件数が減っていることが気
になる。理由として、経団連が倫理憲章を見直したこと（9）に伴い、実質的な
企業の採用活動、つまり、学生にとっての就職活動開始の時期が、12 月 1 日
となった影響が考えられる。例えば、昨年までであれば、企業の説明会や、大
規模な就活イベントが行われていた 11 月頃に、筆者が 3 年生と話をしている
と、就職活動の開始時期が遅くなったことに対して「なにをしてよいのかわか
らない」、「先輩のときと違うことが不安」など、漠然とした不安や焦りが語ら
れた。一方で、10 月から 11 月下旬に行った、キャリアアドバイザーの企画・
運営による「就職活動準備のためのワークショップ」、「4 年生の就職活動をき
く会」への参加者が、昨年までと比較すると減少しており、時期が遅くなった
ことに対応してじっくりと就職活動に取り組むというよりは、一歩前に踏み出
すのが遅くなったような印象を受けた。とは言え、相談件数や参加者の減少が、
学生の就職活動への取り組み方の変化に直結するとは言い難く、学内には他に
も就職活動に関する相談ができるキャリアセンターがあり、また、就職活動に
向けた準備に取り組んでいるゼミも多い。これらを踏まえて、キャリアセンター
や、ゼミを担当する教員と、情報共有や具体的な支援方法についてさらに積極
的な連携を図ることなどが、今後の課題であると考える。
次に、履修に関する相談について考察する。学部新設時より、履修計画の立
て方に関する相談は、キャリアアドバイザーの機能として想定されており、学
生に対して、キャリアアドバイザーの積極的な活用が随時案内されていること
から、相談件数が多いと考える。具体的な支援方針については、1 年生に対し
ては、これから始まる 4 年間の学びを見据えて、カリキュラム構成に基づいて、
主体的に履修計画を立てることができるように支援する。2 年生に対しては、
専門科目の履修を通して、専門領域での学びを深め、3 年生から所属するゼミ
を意識した支援が必要となる。また、2 年生から履修することが可能な実習型
授業が、学生にとって効果的な学習となるために、学生が履修の目的や目標等
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を理解することができるような支援をしている。3 年生と 4 年生は、キャリア
デザイン学部生としてより専門性を身につけるために、履修計画の確認および
再検討などが支援の中心であるが、卒業所要単位の確認のために相談に訪れる
学生も多い。
卒業後の進路、および資格取得に関する相談については、件数は少ないが、
学生が具体的なイメージを抱いて相談に訪れることが多い。そのため、進路選
択、資格取得に向けて、どのような準備が必要であるかなど、情報提供が重視
される。なお、資格取得に関しては、学部独自の奨励金制度（10）があり、その
応募に関する相談および受付手続きを、キャリアアドバイザーが行っている。
人間関係およびメンタルヘルスに関する相談は、就職活動や履修についての
話をするなかで、「実は・・・ということがあって」と、学生が自らの経験や、
それに関する悩みを話し始めるところから、メンタルヘルスに関する相談へと
発展することが多い。後述の事例考察で述べることとする。
その他の相談については、留年者の面談など、学部から依頼を受けて、前期
および後期の授業開始時期に実施する面談がほとんどを占めている。それ以外
には、オープンキャンパスなど学生活動に関する相談など、主訴に分類された
以外の内容が含まれるが、件数は多くない。
3．相談業務の事例報告
相談業務について、「就職活動に関する相談」、「卒業後の進路に関する相談」、
「資格取得に関する相談」、および「人間関係に関する相談」の 4つの事例を通
して、学生が来談した時の状況と、学生の相談内容を整理したうえで、キャリ
アアドバイザーが学生に関わる意味について考える。事例は個人情報保護、守
秘義務の関係上、部分的にデフォルメを行っている。
3－1　事例 1　就職活動に関する相談（学生A）
（1）学生の状況と相談内容
学生 A は 3年生のときに、キャリアアドバイザー主催の就職活動準備のワー
クショップに参加。これを機に、3 年生の夏から 4 年生の冬まで、企業に提出
するエントリーシートの添削や、面談練習などのために、キャリア相談ルーム
に 27 回来室した。学生 A は、高校時代からいくつかのアルバイトを経験して
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おり、大学生になってからはアルバイトのリーダーを任せられるなど、働くこ
とに対して意欲的であることが語られた。就職活動に対して積極的に取り組ん
だ結果、4 年生の 4 月に内定を得た。しかし、学生 A の両親が内定企業に納得
せず、両親から就職活動を継続することを勧められ、その後も就職活動を継続
した結果、4 年生の 12 月に希望する業界の内定を得ることができた。
（2）キャリアアドバイザーの相談によるサポートとその意味
学生 A が語るように、働く意欲は高く、積極的に就職活動に取り組んでい
たが、一方で、添削を依頼されたエントリーシートの内容や、面接練習の受け
答えなどからは、応募する企業や業務についての研究不足が問題と考えられた。
キャリアアドバイザーは、学生 A のこれまでの経験を一緒に整理し、本人の
強みや興味、関心を自覚させることにした。次に、自分の強みを、どのように
アピールすればよいのかを、学生 A に考えさせるなど、段階的に支援を進めた。
また、ほぼ週 1回のペースの相談に来ていたため、キャリアアドバイザーが交
代で対応することにした。当初は、手当たり次第に企業へ応募している印象も
あったが、相談回数を重ねるごとに、企業研究に取り組むようになり、応募す
る企業での働くイメージを、本人が描けるようになった。就職活動終盤では、
他の学生が就職活動を終えるなかで、自分だけが取り残されたような気持ちに
なることもあったようだが、キャリアアドバイザーからの、「あなたのことを
皆が応援している」というメッセージが支えとなった、と後日語られた。学生
A の前向きな姿勢を尊重したうえで、就職活動の状況に応じた支援ができた事
例である。
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3－2　事例 2　卒業後の進路に関する相談（学生B）
（1）学生の状況と相談内容
学生Bは、新入生向けガイダンスでキャリアアドバイザーのことを知り、キャ
リア相談ルームに来室した。相談内容は、大学入学後に教員になりたいと希望
し、どのような履修計画を立てればよいのかに関する相談であった。2 年生の
時は、実習型授業の履修に関する相談で来室した。3 年生になり、就職活動の
時期に来室した時は、教員と一般企業への就職との選択に迷いながら、とりあ
えず、会社説明会に参加していることが語られた。就職活動では、数社の面接
選考に進んだが、教員になることを決意し、就職活動を中断した。教員採用試
験準備に取り組み、試験に臨んだ結果、教員に採用された。在学中の 4年間で、
合計 7 回キャリア相談ルームに来室した。
（2）キャリアアドバイザーの相談によるサポートとその意味
学生 B は、1 年生の時より卒業後の進路を見据えた履修計画を立てており、
目標に向けて自主的に準備を進めることができるように見えるのだが、その一
方で、就職活動の時期を迎えた時期に、未だ進路選択について決めかねており、
キャリアアドバイザーは、学生 B の進路選択に関する意思決定の方法を、確
認する必要があると考えた。キャリアアドバイザーが学生Bと話をするなかで、
過去の経験である、高校生の時の進路選択について語られた。高校時代は、教
員とは別の職業に就くことを希望しており、大学に進学するか、それとも専門
知識を得るための教育機関に進学するか、大いに迷ったとのことだった。相談
では、当時の選択に後悔はないが、大学生になって再び進路選択に迷うことに
対して、本人が抱く複雑な心境が語られた。キャリアアドバイザーは、学生 B
と一緒に過去の経験を振り返り、学生Bがどのように意思決定をしているのか、
方法や考え方等について語り合った。そのことをきっかけに、学生自身が自ら
の迷いに向き合うことができるようになり、進路選択をするために、いかに行
動すればよいかを考えられるようになった。学生が、キャリアアドバイザーへ
の相談を通して、自らの進路選択を客観的に見直し、目標に向けて一歩踏み出
すことができた事例である。
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3－3　事例 3　資格取得に関する相談（学生C）
（1）学生の状況と相談内容
学生 C は 2 年生の時に、授業を通してキャリアアドバイザーのことを知り、
資格取得に関する相談のために、キャリア相談ルームに来室した。相談内容は、
将来、仕事に活かせる資格を取りたいが、大学時代はどのような勉強をすれば
よいのかとのことであった。3 年生の冬から、4 年生の夏にかけては、就職活
動に関する相談のために、月に 3回程度来室した。相談内容は、エントリーシー
トの添削や、就職活動の近況報告が主であったが、時折、気分が落ち込むこと
が語られるようになった。
（2）キャリアアドバイザーの相談によるサポートとその意味
学生 C がその資格に興味を持ったのは、キャリアデザイン学部での学びを
通してであり、大学卒業後は、資格に関連した職業に就くことを目標としてい
た。しかし、資格取得への夢や希望が語られる一方で、学生 C の家族が、資
格に関連した職業に就くことを反対していることが語られ、それが学生 C の
悩みであった。キャリアアドバイザーは、学生 C に対して、資格に関する情
報収集をすることを促した。学生 C は、キャリアアドバイザーへの相談を通
して、目標（この学生の場合、資格取得）を持つことは大切であるが、そのこ
とへのこだわりが、職業選択の可能性を狭める可能性があると気づいた。また、
3 年生から始まった就職活動では、大学卒業から 3 年後、5 年後のビジョンを
描く必要があることに気づき、視野を広げて就職活動をすすめる大切さを理解
した。その後、学生 C は、キャリアセンターの情報を活用し、幅広い業界の
情報を得たことで、働くイメージを具体的に描くことができるようになり、結
果として、希望した企業の内定を得た。また、キャリアアドバイザーは、来室
する度に、食事や睡眠の状況について確認をする等、学生 C のメンタルヘル
スにも配慮した。学生 C は、キャリアアドバイザーとの対話を通して、資格
を取得することと、職業を選択することを、整理して考えられるようになった。
また、学生 C が自らの目標を客観的に見直すことで、内面的な成長につながっ
たと考えられる。
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3－4　事例 4　人間関係に関する相談（学生D）
（1）学生の状況と相談内容
学生 D は、大学入学直後に、履修に関する相談のために、キャリア相談ルー
ムに来室した。3 年生の夏からは、月 2 から 3 回程度、定期的に来室するよう
になった。相談内容は、就職活動に関することが多かったが、次第に日常の悩
みが語られるようになった。そのなかで、友人に嘘をついてしまったことで、
相手を怒らせてしまい、人間関係がぎくしゃくしていると語られた。学生 D は、
キャリアアドバイザーに対して、どうすれば友人との関係を元に戻せるかを相
談するなかで、過去の経験についても、自ら語るようになった。
（2）キャリアアドバイザーの相談によるサポートとその意味
キャリアアドバイザーは、学生 D の人間関係についての考え方が、本人を
取り巻く環境への関わり方に、影響を及ぼしているのではないかと考えて、高
校時代までの友人との関係について話をしてもらうことにした。学生 D が、
キャリアアドバイザーに相談をするなかで、本音で話せる友人が欲しいのだが、
うまく人間関係を築いていけないことが語られた。学生 D は、キャリアアド
バイザーとの対話を通して、「自分とは何か」や、「なりたい自分」について自
問自答をするようになった。そして、自分に正直になれないことや、自分に非
があったとしても相手を責めていたことに気づいた。学生 D は、人間関係の
悩みや、大学入学以前の過去の経験を話すことで、自分を取り巻く環境との関
わり方について、見直すことができた。結果として、学生 D の自己概念の成
長につながった事例である。
3－5　事例研究よりみるキャリアアドバイザーの機能と役割
学生 A ～ D の事例からもわかるように、学生がキャリアアドバイザーを利
用するきっかけや、理由は様々であり、相談に訪れる回数も個人差があること
がわかる。また、相談内容をみると、相談初回に語られる主訴と、相談回数を
経た後に、学生から課題や問題として語られることが、必ずしも一致している
わけではないことがわかる。
上西（2007）（11）は、学生と学外の社会をつなげることに、大学におけるキャ
リア支援の役割がある、と述べたうえで、学生が「実際に自分から話をする経
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験、実際に自分から相手に働きかける経験をつむことが必要だ」と述べている。
これを踏まえて、相談業務について考えれば、学生が「・・・について教えて
欲しい」と来談した際に、学生が語る「教えて欲しい」という問題にのみキャ
リアアドバイザーが囚われてしまい、その課題のみを解決ことだけを支援する
姿勢で相談に臨んだとしたら、学生が、自分が抱える問題の本質に自ら気づく
ことは難しいだろう。
学生が、キャリアアドバイザーに対し、なぜそのことを課題や問題と考えて
いるのかを、自ら話し、内省すること、つまり、キャリアアドバイザーがよい「話
の聴き手」の役割を果たすことが、相談業務では何よりも重要である。学生に
とっては、キャリアアドバイザーに話をすることが、新たな経験となる。学生
は、自らを語る経験をきっかけにして、自分自身が課題や問題と考えているこ
との本質（例えば、理由や原因）に気づき、いかに向き合えばよいのかを、自
ら考え、答えを導き出すことができるようになる。このような相談業務が、真
にキャリアアドバイザーに期待される機能だと考える。
紹介した事例の学生 A ～ D は、学生が、キャリアアドバイザーへの相談を
機に、課題や問題に対する気づきを得た事例である。そして、学生が自らの課
題や問題に対して、主体的に取り組もうという、行動の変化につながった。そ
の結果、学生が選択肢をあらためて検討したことで、本人が納得する結果を得
ることができたと考える。
すなわち、相談業務とは、個別の相談を通して、キャリアアドバイザーが学
生とじっくり関わることで、自己への気づきから、学生が主体的に自らを成長
させ、自身のキャリアデザインを思考し、アイデンティティの形成につながっ
ていく、キャリア支援の重要なアプローチ方法であると考える。
4．キャリアアドバイザーの現状と今後の課題
前項において述べた通り、キャリアアドバイザーによる学生を対象とした相
談業務の実践の中では、各学生の課題や問題に応じて、段階的なアプローチを
することが重要である。キャリアアドバイザーによる効果的なキャリア支援を
継続するために、キャリアアドバイザーの退任に伴う引き継ぎ等を想定して、
上述のような相談業務の実践に関する資料の整備や、新任のキャリアアドバイ
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ザーへの OJT の実施などを、教員との連携を図りながら充実させていく必要
があると考える。
学生に対するキャリアアドバイザー制度の周知も、教員の協力を得ながら、
今後拡充させる必要があろう。さらに、大学生の就職活動に関する情報や、企
業情報などの知識取得のために、キャリアセンターなど学内各部署との連携を
強化することも課題であると考える。
また、キャリアアドバイザーが学生と関わるなかで、学生のメンタルヘルス
への配慮は、欠かすことができないと考えられ、対応を充実させる必要があろ
う。例えば、今後、相談業務を通じて、メンタルヘルス支援も含めた統合的支
援を行うことができるよう、大学各部署との統合的連携を視野に入れることも
課題であると考える。
おわりに
キャリアデザイン学部にとって、2011 年度は 2012 年度から始まる新しいカ
リキュラム制度を目前にした、節目の年であった。学部発足時より現在まで継
続しているキャリアアドバイザー制度についても、キャリアアドバイザーが、
学生や教員にとってどのような存在であるのかを、あらためて見直す一年で
あったと考える。
本稿では、キャリアアドバイザーの機能と役割について考察したが、さらに、
キャリアアドバイザーが専門職として十分な機能を果たすためには、なにが求
められているのであろうか。
例えば、宮城（2010）（12）が述べているように、「人を育て、能力開発を支援
するためのカウンセリング」であるキャリアカウンセリングに関する知識を、
キャリアアドバイザーが習得することは必要であろう。なぜなら、キャリアア
ドバイザーが担当する、履修相談や進路相談、就職支援の目的は、学生の成長
を促し、能力開発を支援することだからである。
また、キャリアアドバイザーは、専門職として、自らのキャリア開発に積極
的に取り組むべきである。現在も、自主的に学会や研究会に参加したり、キャ
リアアドバイザー内での事例検討等が行われているが、今後は、このようなキャ
リア開発の成果を、実践的に活用していくことが期待されるであう。
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さらに、専門領域を担う一員として、教員や職員、キャリアセンターなど関
係部門との連携を図り、包括的な支援が可能となる環境づくりに、積極的に関
わっていくことも求められていると考える。例えば、キャリアデザイン学部の
選択必修科目の授業（キャリア体験学習）にはキャリアアドバイザーが参加し
ており、キャリアアドバイザーが授業に関わる効果について、学生からのフィー
ドバックを得るなどすることも重要と考えられる。
経済状況の変化や、雇用環境の変化など、大学を取り巻く社会は大きく変化
している。大学のあり方も多様化しており、このような環境の変化のなかで、
教員、職員に続く第三の役割であるキャリアアドバイザーを、大学がどのよう
に活用するか、その重要性が増してきていると考えられる。
［注］
（1）金井壽宏　2002　働くひとのためのキャリア・デザイン　PHP 研究所　
p71
（2）2011 年度キャリアデザイン学部履修の手引き、法政大学キャリアデザイ
ン学部・学科の理念、目的、教育目標を要約して引用。
（3）法政大学でキャリアアドバイザー制度を採用しているのは、キャリアデ
ザイン学部のみである。発足時におけるキャリアアドバイザーの取り組
み、および、コンセプトについては、小玉小百合（2005）「〈報告〉法政
大学キャリアデザイン学部における低学年からのキャリア形成支援の現
状と課題」生涯学習とキャリアデザイン　2004 年度法政大学キャリデザ
イン学会紀要 VOL.2　p91 ～ p102　に詳しい。
（4）2011 年度は筆者を含め 3 名がその職に就いている。身分は嘱託職員であ
る。なお、本学のキャリアセンターにおいても、同名称「キャリアアド
バイザー」がいるが、キャリアデザイン学部のキャリアアドバイザーは、
求人票の受付や就職先を紹介する業務を行わない。
（5）学部発足から 3 年半を経過し、全学年が揃った時期（2003 年 4 月から
2006 年 9 月）におけるキャリアアドバイザーの取り組みについては、島
影義和・太田千秋・吉川由里子・上原加津美（2007）「〈報告〉法政大学キャ
リアデザイン学部におけるキャリアアドバイザーの取り組みと活動につ
いて」生涯学習とキャリアデザイン　2006 年度法政大学キャリデザイン
学会紀要 VOL.4　p169 ～ p178　に詳しい。
法政大学キャリアデザイン学部におけるキャリアアドバイザーの現状と課題　347
Hosei University Repository
（6）業務詳細は、業務概要に記載したすべての業務ごとに作成されているが、
一例として、「2（1）アドバイザー主催イベントの実施（キャリアデザイ
ン学部生対象）」を紹介する（表 2）。
（7）キャリアデザイン学部の教員と、キャリアアドバイザーで構成される。
（8）キャリアアドバイザーが担当する、相談業務以外の業務については、太田
千晶（2008）「〈報告〉法政大学キャリアデザイン学部における新入生履
修相談会とピアアドバイザー活動」生涯学習とキャリアデザイン　2007
年度法政大学キャリデザイン学会紀要 VOL.5　p159 ～ p171、高橋伸子
（2009）「〈報告〉キャリアデザイン学部キャリアアドバイザーによる就職
活動支援　－日常の学生対応や相談業務をもとに設計した支援行事の報
告－」生涯学習とキャリアデザイン　2008 年度法政大学キャリデザイン
学会紀要 VOL.6　p247 ～ p256　に詳しい。
（9）社団法人日本経済団体連合会　2011 年 1 月 12 日　新卒者の採用選考活動
の在り方について http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2011/001.
html　（2011 年 12 月 1 日閲覧）
（10）キャリアデザイン学部キャリアアップ奨励金制度は、学生自らがチャレ
ンジする学習活動のうち、キャリアデザイン学部の教育目的に合致し、
特に意義があると認められる活動を支援する制度である。奨励金の給付
対象となる講座、資格等の、受講料、受験料の全額または一部が補助さ
れる（2011 年度キャリアデザイン学部履修の手引きより引用）。
（11）上西充子　2007　自分の殻を破る　菊地達昭（編著）　キャリアデザイ
ンへの挑戦　経営書院　p121
（12）宮城まり子　2010　キャリアカウンセリングにおけるキャリア支援とメ
ンタルヘルス支援の融合　法政大学キャリアデザイン学部紀要第 7 号　
pp.160－161
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Hosei University’s Faculty of Life-long Learning and Career Studies 
is the first such facility established in 2003 for supporting personalized 
ways of living and fostering of new persons for the 21st C. lifelong learning 
society. In this Faculty, there are Career-Advisers, who devote professional 
attention to support students’ “career design” . And  the  Career-Adviser 
is unique position in this Faculty. The Career-Adviser is considered to be 
new expert staff, other than teaching staff and office staff, and they provide 
consultation for students about their choice of courses or career after 
graduation.
In this paper, I report the Career-Adviser’s business, and some case 
examples of   consultations in order to discuss the expected functions and 
roles of Career-Adviser. And I tried to find increased use of Career-Adviser’
s expertise in the future.
ABSTRACT
Current Status and Issues of the Career- 
Advisers in Hosei University’s Faculty of Life-
long Learning and Career Studies.
Noriko Hattori
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